
琉球大学医学部及び病院移転用地 計画平面図 (A3)S=1：2000
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表層より礫混じり粘土が分布する。φ
5～10㎜の石灰岩礫が混入する。GL-2.
5mよりφ20～40mmの石灰岩礫も加わり
、礫が多くなる。
粘土は含水が中位よりやや多く、やや
硬質な状態である。

琉球石灰岩、砂礫部である。
φ10～25mmの石灰岩礫やL=2～7㎝、最
大30㎝の棒状コアの礫を多量に混入す
る、GL-5m、7mのN値は礫当たりである
。

琉球石灰岩塊状部が分布する。L=5～1
0、25～45㎝の棒状コアが連続して分
布する。コアは硬質で亀裂が少ない。

琉球石灰岩砂礫部である。

琉球石灰岩塊状部である。L=10～25㎝
の棒状、短棒状コアが連続して分布す
る。
GL-12.85～13.0m、13.25～13.50m、13
.7～13.85m、14.2～14.3mの間は亀裂
が発達している。

琉球石灰岩砂礫部である。φ5～10㎜
の石灰岩礫と基質はシルト質砂が分布
する。
琉球石灰岩塊状部である。L=5～15㎝
の短棒状コアが連続的に分布する。亀
裂がやや多い。

琉球石灰岩砂礫部である。φ5～30㎜
の石灰岩礫が分布し、基質はシルト質
砂が分布する。
琉球石灰岩塊状部が分布する。L=5～1
5㎝の短棒状コアが連続して分布する
。
琉球石灰岩砂礫部。

琉球石灰岩塊状部である。コアは10～
55㎝の短棒状コアで採取される。GL-1
8.8～18.9mは亀裂が多い。

琉球石灰岩砂礫部である。φ15～30㎜
の石灰岩礫が多量に分布する。L=5～2
0㎝の短棒状のコア状礫を所々に分布
する。

琉球石灰岩塊状部である。

琉球石灰岩砂礫部である。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 25.0054"

東 経 127ﾟ 46' 04.0904"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 屋宜 正彦

試 錐 機 YBM05

エンジン NF-80L

半自動型
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総 掘 進 長 30.30m

ボーリング名 No.36

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

51.12m

調 査 期 間 平成30年 8月15日～平成30年 8月21日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 1 8

39273641018
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淡褐

表層より礫混じり粘土が分布する。φ
3～10㎜の石灰岩礫が分布する。
粘土は含水が中位～ややゆるい状態で
分布している。

琉球石灰岩礫質部が分布する。φ10～
15mmの石灰岩礫やL=8～15㎝のコア状
礫が混入する。
琉球石灰岩塊状部が分布する。L=25～
35㎝の棒状コアが連続して分布する。

琉球石灰岩砂礫部が分布する。特に4.
85～5.5mは礫質土、5.5～6.0mまで砂
状地盤が分布する。

琉球石灰岩塊状部が分布する。L=10～
25㎝の棒状コアが分布する。

琉球石灰岩砂礫部である。φ15～20㎜
の石灰岩礫を多量に混入し、L=10㎝の
コア状の礫は亀裂が入り分布する。基
質はシルト質砂である。

琉球石灰岩塊状部である。L=5～10㎝
のコアが連続して分布する。亀裂も発
達する。
GL-11.88m付近に砂礫状で分布する。
斜亀裂がGL-12.3、12.6m付近に分布す
る。

琉球石灰岩砂礫部である。
φ5～20㎜の石灰岩礫が多量に混入す
る。基質は砂質粘土～シルト質砂であ
る。
L=10～30㎝の礫状コアが分布する。

琉球石灰岩塊状部である。L=18～40㎝
の棒状コアが連続して分布する。コア
は硬質及び斜亀裂は少ない。

琉球石灰岩砂礫部である。φ2～10㎜
の石灰岩礫が分布し、気質はシルト質
砂である。

琉球石灰岩塊状部である。L=10～43㎝
のコアが分布する。

琉球石灰岩砂礫部である。基質はシル
ト質砂である。
琉球石灰岩塊状部である。L=5～30㎝
の棒状コアが分布する。
琉球石灰岩砂礫部である。φ10～20㎜
の石灰岩礫が分布する。

琉球石灰岩塊状部である。L=5～10㎝
のコアが分布する。

琉球石灰岩砂礫部である。φ5～20㎜
の石灰岩礫が分布する。基質はシルト
質砂である。
GL-23.55m付近よりL=5～6㎝のコア状
礫が所々に分布する。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 25.9188"

東 経 127ﾟ 46' 06.5211"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 屋宜 正彦

試 錐 機 YBM05

エンジン NF-80L

半自動型

ポ ン プ YS-550DX

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ
鉛

直

90ﾟ

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ 90ﾟ

西 東

180ﾟ 南

角

度

180ﾟ

上

下

0ﾟ

90゚

0ﾟ
総 掘 進 長 32.22m

ボーリング名 No.37

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

54.62m

調 査 期 間 平成30年 8月22日～平成30年 8月28日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 2 3

39273641023
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島尻泥岩の風化岩である。薄層で分布
する。
島尻層泥岩の未風化岩である。全体に
含水は少なく硬質である。強度もN>60
が連続して分布している。
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49.95

49.05

47.75

44.00

42.30

36.05

34.85

4.60

5.50

6.80

10.55

12.25

18.50

19.70

4.60

0.90

1.30

3.75

1.70

6.25

1.20

暗褐

～

淡褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

表層はGL-0.6m付近まで硬質な粘性土
、GL-2.6mまで礫混り粘土が分布する
。
含水は中位～少ない状態で硬質である
。
GL-3.7mまで礫混り粘土が分布する。
含水が中位より多く軟化する。
GL-4.6mまで粘土混り礫質土である。

琉球石灰岩礫質土が分布する。
φ2～5cmの石灰岩礫が分布する。粘性
土が所々に混入する。

琉球石灰岩塊状部が分布する。
L=10～20cmの棒状コアが連続して分布
する。
コアは硬質～砂岩状である。

琉球石灰岩砂礫部である。
φ3～15mmの石灰岩礫を多量に混入し
、基質がシルト質砂で分布する。
L=5～15cmのコア状礫が所々に分布す
る。

琉球石灰岩塊状部である。
L=5～15cmの棒状コアが連続して分布
する。
GL-12.0m、10.95m付近は、礫状で分布
する。

琉球石灰岩砂礫部である。
φ5～10mmの石灰岩礫やL=5～25cmのコ
ア状の礫が所々に分布する。
基質はシルト質砂である。

琉球石灰岩塊状部である。
L=20～30cmのコアが連続して分布する
。GL-18.5～18.6m、19.2～19.5m間は
亀裂が発達する。

琉球石灰岩砂礫部である。
φ5～10mmの石灰岩礫を多量に混入し
、シルト質砂と密に分布する。
GL-21.0～22.9m間はφ10～20mmの石灰
岩礫と砂質粘土が分布する。
GL-23.0～24.5m付近まで砂質粘土を主
体にし、石灰岩礫が混入して分布する
。
GL-25.0mよりφ3～10mmの石灰岩礫と
シルト質砂が密に分布する。
GL-26.8～27.0m間は、L=3～5cmの塊状
コアである。
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調 査 業 者 名

標 準 貫 入 試 験
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及 び 結 果
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 24.2008"

東 経 127ﾟ 46' 05.8890"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 屋宜 正彦

試 錐 機 YBM05

エンジン NF-80L

半自動型

ポ ン プ YS-550DX
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総 掘 進 長 32.35m

ボーリング名 No.38

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

54.55m

調 査 期 間 平成30年 8月29日～平成30年 9月 4日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 2 8

39273641028
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島尻層泥岩である。
GL-27.0～27.1mの10cm間に風化が見ら
れる。
GL-27.1m以深は未風化の島尻層泥岩が
分布する。
全体に含水が少なく硬質な状態で分布
する。
水平亀裂が所々に分布する。
亀裂はGL-30.5m、31.9mj付近に分布し
ている。
強度はN>60を連続して分布する。
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表層より礫混り粘土が分布する。
礫はφ5～10mm程度で粘土に混入して
いる。
GL-2.7m付近より石灰岩礫はφ20～50m
mの礫を所々に混入する。
粘土は含水が中位でやや硬質～硬質で
ある。

琉球石灰岩塊状部である。
L=15～30cmのコアが連続して分布する
。
GL-6.2～6.4m間は亀裂が多く、GL-6.4
～6.5m、GL-7.5～7.6m間は砂礫状で分
布する。

琉球石灰岩礫質部である。
GL-8.9m付近までは礫混り粘土、GL-8.
9～9.5m間は礫混りシルト質砂、L=10
～15cmのコア状礫が分布する。

琉球石灰岩塊状部である。
砂岩系のコアが分布する。
L=10～30cmの棒状コアが連続して分布
する。

琉球石灰岩砂礫部である。
φ5～15mmの石灰岩礫が多量に分布す
る。基質はシルト質砂である。
L=3～6cmのコア状礫が所々に分布して
いる。
L=20～25cmのコア状礫がGL-17.5～21.
45m間に分布している。

琉球石灰岩塊状部である。
L=20～60cmの棒状コアが連続して分布
する。
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シート№

調 査 業 者 名

標 準 貫 入 試 験

10cm毎の

打撃回数

０1 02 0

1 02 03 0

原 位 置 試 験 試 料 採 取

及 び 結 果

～ ～ ～

事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 22.4829"

東 経 127ﾟ 46' 05.2569"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 江洲 哲夫

試 錐 機 YBM-05DA

エンジン NF-80L

半自動型

ポ ン プ NF50

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ
鉛

直

90ﾟ

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ 90ﾟ

西 東

180ﾟ 南

角

度

180ﾟ

上

下

0ﾟ

90゚

0ﾟ
総 掘 進 長 33.29m

ボーリング名 No.39

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

55.38m

調 査 期 間 平成30年 9月 5日～平成30年 9月 8日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 2 0

39273641020
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淡黄灰

淡黄灰

淡黄灰

褐

暗灰

琉球石灰岩砂礫部である。
φ10～20mmの石灰岩礫を混入するシル
ト質砂である。

琉球石灰岩塊状部である。
L=5～45cmの棒状コアが連続して分布
する。
GL-25.4～25.5m、GL-25.9～26.0m、GL
-27.8～27.9m間は礫状で採取された。

島尻層泥岩風化部である。層厚0.1mの
薄層状に分布する。
島尻層泥岩未風化部である。
全体に含水は少なく硬質である。
強度は、N>60を連続して確認された。
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2 0

2 1
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2 4

盛土(砂
利・礫
混り粘
土)

砂礫

琉球石
灰岩Ls

砂礫

琉球石
灰岩

Ls

砂礫

琉球石
灰岩Ls

砂礫

琉球石
灰岩

Ls

砂礫
琉球石
灰岩Ls

砂礫

52.62

50.92

49.52

44.62

42.52

42.02

39.82

37.57

36.02

35.72

35.17

4.90

6.60

8.00

12.90

15.00

15.50

17.70

19.95

21.50

21.80

22.35

4.90

1.70

1.40

4.90

2.10

0.50

2.20

2.25

1.55

0.30

0.55

暗褐

～

黄褐

淡黄灰

淡黄灰

淡黄灰

～

淡黄褐

淡黄褐

茶黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

表層より礫混じり粘土が分布する。
φ3～10㎜の石灰岩礫を混入する。
基質は過食の粘土である。
GL-3.4m付近より黄褐色となる。
φ15～30㎜の石灰岩礫を混入する。

琉球石灰岩砂礫部が分布する。
φ10～15mmの石灰岩礫を混入する。
L=3～10㎝のコア状礫が分布する。
基質は粘土質砂である。

琉球石灰岩塊状部に分布する。
L=13～23㎝の短棒状コアが連続して分
布する。

琉球石灰岩砂礫状部が分布する。
GL-9.65m付近までは亀裂が多いコアが
礫状に分布する。
φ2～10㎜の石灰岩礫が多量に分布す
る。
基質はシルト質砂である。含水は少な
く、間隙に密に分布する。
L=5～15㎝の短棒状コア礫が所々に分
布する。

琉球石灰岩塊状部が分布する。
L=10～40㎝の短棒状～棒状コアが連続
して分布する。

琉球石灰岩砂礫部が分布する。

琉球石灰岩塊状部が分布する。
L=10～50㎝の短棒状～棒状コアが連続
して分布する。亀裂が分布するが硬質
である。

琉球石灰岩砂礫部である。
L=5～20㎝の亀裂の多いコアが連続的
に分布する。
φ5～10㎜の石灰岩礫を混入するシル
ト質砂の砂礫層である。

琉球石灰岩塊状部である。
L=15～50ccmの棒状石灰岩が連続して
分布する。岩質は硬質である。

琉球石灰岩砂礫部が分布する。φ3～5
㎜の小礫が多い。
琉球石灰岩塊状部が分布する。L=5～1
5㎝の棒状コアが連続して分布する。
琉球石灰岩砂礫部が分布する。
φ3～10㎜の石灰岩礫を多量に混入す
る。
基質はシルト質砂で、蜜に分布してい
る。
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シート№

調 査 業 者 名

標 準 貫 入 試 験

10cm毎の

打撃回数

０1 02 0

1 02 03 0

原 位 置 試 験 試 料 採 取

及 び 結 果
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 23.3963"

東 経 127ﾟ 46' 07.6876"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 江洲 哲夫

試 錐 機 YBM-05DA

エンジン NF-80L

半自動型

ポ ン プ NF50

地

盤

勾

配

水平 0ﾟ
鉛

直

90ﾟ

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ 90ﾟ

西 東

180ﾟ 南

角

度

180ﾟ

上

下

0ﾟ

90゚

0ﾟ
総 掘 進 長 34.30m

ボーリング名 No.40

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

57.52m

調 査 期 間 平成30年 9月14日～平成30年 9月20日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 3 6

39273641036
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淡黄褐

灰

暗灰

φ1～3㎝のコア状石灰岩礫との間隙に
シルト質砂が密に分布する。
GL-25.9m付近よりL=15～20㎝の棒状コ
アが連続的に分布している。

島尻層泥岩の風化部が薄層状に分布す
る。
島尻層泥岩の未風化部が分布する。
全体に含水は低く、硬質である。
GL-30.95m、32.85mにせん断亀裂がφ2
0～30°で分布する。
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2 4

砂利・
礫混り
粘土

砂利・
礫混り
シルト
質砂

琉球石
灰岩Ls

砂礫

琉球石
灰岩

Ls

砂礫

琉球石
灰岩Ls

砂礫

琉球石
灰岩Ls

砂礫

琉球石
灰岩

Ls

砂礫

琉球石
灰岩Ls

54.48

52.78

48.78

47.48

46.88

46.48

40.23

39.48

38.83

38.48

35.98

35.48

4.00

5.70

9.70

11.00

11.60

12.00

18.25

19.00

19.65

20.00

22.50

23.00

4.00

1.70

4.00

1.30

0.60

0.40

6.25

0.75

0.65

0.35

2.50

0.50

暗褐

～

淡褐

淡黄灰

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

～

淡黄灰

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

淡黄褐

表層はGL-0.4mまで礫混り粘土、GL-0.
4～0.8m間は石灰岩礫質土、GL-0.8～3
.0m間は礫混り粘土質土、GL-3.0～4.0
m間は礫混り粘土質砂である。
礫は、石灰岩礫でφ5～10mmである。

礫混りシルト質砂が分布する。

琉球石灰岩塊状部が分布する。
岩質は硬質である。間隙は礫混りシル
ト質砂で充填される。
GL-6.85～6.95mにφ30°の亀裂が分布
する。
所々亀裂が発達し、砂礫が薄層状に分
布する。

琉球石灰岩砂礫層が分布する。
φ15～20mm石灰岩礫を多数分布する。
基質はシルト質砂である。

琉球石灰岩塊状部である。硬質なコア
状であるが、間隙には礫混り砂質粘土
が分布する。
琉球石灰岩砂礫部である。
琉球石灰岩塊状部である。
砂質系の石灰岩がコア状で分布する。
間隙はほとんどなく、所々に亀裂が分
布する。
GL-16.1～16.2m、GL-16.75～16.9m、G
L-17.75～17.9m間に亀裂が分布する。

琉球石灰岩砂礫部が分布する。礫混り
砂質粘土が混入している。

琉球石灰岩塊状部である。清浄な石灰
岩が分布する。

琉球石灰岩砂礫部である。φ5～10mm
の石灰岩礫よりなる。基質はシルト質
砂である。
琉球石灰岩塊状部である。
岩質は硬質である。間隙に礫混りシル
ト質砂が密に分布する。

琉球石灰岩砂礫部である。礫混りシル
ト質砂が分布する。
琉球石灰岩塊状部である。
L=30～90cmの棒状コアが連続して分布
する。
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 琉球大学（西普天間）移転用地地盤調査業務

北 緯 26ﾟ 17' 22.1777"

東 経 127ﾟ 46' 08.5626"

応用地質株式会社
主 任 技 師 與那嶺 満 與那嶺 満 與那嶺 満 友利 博禎

試 錐 機 YBM-05

エンジン NFAD-9

半自動型
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地

盤

勾

配

水平 0ﾟ
鉛

直

90ﾟ

方

向

北 0ﾟ

270ﾟ 90ﾟ

西 東

180ﾟ 南

角

度

180ﾟ

上

下

0ﾟ

90゚

0ﾟ
総 掘 進 長 34.27m

ボーリング名 No.41

発 注 機 関 国立大学法人 琉球大学

孔 口 標 高
ＥＬ

58.48m

調 査 期 間 平成30年 8月30日～平成30年 9月 5日

調 査 位 置 沖縄県旧キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区内

電 話 098-860-1824

ボーリング№ 3 9 2 7 3 6 4 1 0 2 9

39273641029
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褐

暗灰

琉球石灰岩砂礫部である。
硬質な石灰岩と間隙にシルト質砂が密
に分布する。

琉球石灰岩塊状部である。砂質系コア
で硬質である。
琉球石灰岩砂礫部である。L=25cmのコ
ア状礫を分布する。

琉球石灰岩塊状部である。L=10～50cm
の棒状コアが連続して分布する。

島尻層泥岩風化部である。
粘土化が進行し、強度が低下する。

島尻層泥岩未風化部である。
全体に含水は低く、硬質である。
水平亀裂がGL-29.7m、29.9m、30.85m
、31.65m、32.63m付近にみられる。
強度はN>60を連続して確認した。
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